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真鶴岬（まなづるみさき神奈川県）から望む日の出

主な 記 事

●
新
年
の
あ
い
さ
つ
増
本
一
彦

●
新
春
随
想
／
酒
巻
眞
世
、
菱
谷
良
一
、
西
村
峰
子

●
国
会
請
願
紹
介
議
員
一
覧
．
：
：
：
．
：
：
．
…
…
・
…
：
：
：

●
顕
彰
碑
／
有
賀
勝
・
芳
枝
：
・
・
・
：
：
・
：
…
：
：
：
。
：
．
：

●
抵
抗
の
群
像
／
安
江
淳
…
．
：
：
：
：
．
：
：
：
：
：
：
：

●
同
盟
文
芸
／
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
年
間
秀
作
選

●
１
～
２
月
全
国
各
地
の
顕
彰
運
動
．
：
・
・
…
…
．
．

党
創
立
百
年
近
し
指
呼
の
問
に
ま
ぶ
し
き
ほ

ど
の
記
念
日
が
待
つ

４
判

新
型
コ
ロ
ナ
に
支
配
の
脆
さ
あ
ば
か
れ
て
体

制
は
危
機
の
ド
ン
詰
ま
り
な
り

貧
し
き
父
祖
の
生
き
つ
ぎ
し
産
土
に
年
あ
け

凸
ヤ
』

て
未
来
の
ご
と
く
陽
は
鮮
や
か
に

核
兵
器
の
終
わ
り
が
始
ま
る
年
に
し
て
地
動

説
の
ご
と
歴
史
は
動
く

「
新
し
き
明
日
」
が
現
実
化
す
る
時
代
啄
木

え
鯵
◇

よ
、
九
十
一
一
歳
が
昂
り
て
居
る

「
新
し
き
明
日
」
の
時
代

碓
田
の
ぼ
る

I

8 7 6 5 5 -1 2

－ －－

- 1 -



1989年5月8日第三種郵便物認可 2021年1月15日不屈 (毎月15日発行) Na559(毎月15日発行) No.5591989年5月8日第三種郵便物認可 2021年1月15日不屈

正
念
場
の
年
明
け
を
迎
え
て

埼
玉
県
本
部
会
長
矢
島
恒
夫

大
変
な
年
明
け
を
迎
え
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大
す

る
中
、
す
べ
て
国
民
へ
の
自
助
と
負
担

の
押
し
付
け
で
、
何
も
し
な
い
菅
政
権
。

日
本
学
術
会
議
の
不
当
な
介
入
問
題

は
、
戦
前
の
よ
う
に
軍
備
増
強
に
科
学

者
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
り

あ
り
で
す
。
平
和
憲
法
を
な
い
が
し
ろ

に
す
る
や
り
方
、
軍
拡
へ
の
道
、
戦
争

へ
の
道
を
突
き
進
む
菅
内
閣
に
対
し
、

今
こ
そ
国
賠
同
盟
の
存
在
と
行
動
が
問

わ
れ
る
年
明
け
で
す
。

埼
玉
県
本
部
は
、
吃
月
の
常
任
理
事

会
で
会
員
拡
大
の
お
く
れ
を
取
り
戻
す

こ
と
、
国
会
請
願
署
名
を
前
進
さ
せ
、

紹
介
議
員
の
増
加
を
勝
ち
取
る
こ
と
、

そ
し
て
今
年
は
総
選
挙
で
、
国
民
と
野

党
の
共
闘
を
前
進
さ
せ
、
自
民
党
政
治

を
終
わ
ら
せ
、
野
党
連
合
政
権
の
樹
立

の
た
め
、
そ
の
一
翼
を
担
っ
て
奮
闘
す

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

種
々
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
新
し
い

政
治
を
切
り
開
く
た
め
頑
張
り
ま
し
よ

』
《
ノ
◎

新
年
お
め
で
と
２
ざ
い
ま
式

昨
年
は
、
「
２
０
２
０
年
代
に
治
安
維
持
法
体
制
に
決
着
を
つ
け
よ
う
」
と
、
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
脅
威
の
中
に
あ
っ
て
も
、
全
国
各
地
で
会
員
拡
大
に
、
請
願

署
名
の
狸
得
に
、
奮
闘
し
て
き
ま
し
た
。

今
年
は
、
こ
の
目
標
達
成
の
第
２
年
度
で
す
。
第
仙
回
全
国
大
会
開
催
の
年
で
も

あ
り
ま
す
。

み
ん
な
の
知
恵
と
力
を
集
め
て
、
コ
ロ
ナ
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
は
じ
め
私
た
ち
を

取
り
巻
く
情
勢
に
打
ち
勝
っ
て
「
不
屈
」
の
名
に
恥
じ
な
い
同
盟
運
動
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
し
ょ
う
。

私
た
ち
の
運
動
目
標
で
あ
る
「
国
は
、
治
安
維
持
法
が
人
道
に
反
す
る
悪
法
で
あ
っ

た
こ
と
を
認
め
、
犠
牲
者
等
に
対
し
て
謝
罪
と
賠
償
措
置
を
執
れ
」
の
要
求
実
現
の

た
め
に
は
、
私
た
ち
の
自
力
、
組
織
的
力
量
と
知
的
力
量
を
、
一
段
と
高
め
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
全
国
２
万
人
の
会
員
を
擁
す
る
同
盟
の
建
設
と
情
勢
に
打
ち
勝
つ
た

め
の
学
習
に
一
段
と
努
力
す
る
こ
と
が
、
「
市
民
と
野
党
の
共
同
」
を
発
展
さ
せ
て

「
国
民
連
合
政
権
」
に
結
実
さ
せ
る
た
め
の
道
で
す
。
同
盟
に
求
め
ら
れ
た
こ
の
道

を
、
し
っ
か
り
と
踏
み
し
め
て
前
進
し
ま
し
ょ
う
。

今
年
は
§
衆
議
院
の
解
散
・
総
選
挙
の
年
で
す
。
ウ
ソ
と
誤
魔
化
し
を
公
然
と
進

め
た
安
倍
首
相
が
退
陣
。
菅
政
権
は
日
本
学
術
会
議
の
人
事
介
入
な
ど
反
動
政
治
を

進
め
て
い
ま
す
。
い
よ
い
よ
「
市
民
と
野
党
の
共
同
」
の
真
価
を
試
す
政
治
決
戦
と

な
り
ま
す
。
比
例
区
で
は
、
治
安
維
持
法
犠
牲
者
等
の
「
闘
い
と
抵
抗
の
歴
史
」
を

受
け
継
ぎ
、
同
盟
創
立
以
来
、
革
新
統
一
戦
線
の
結
成
を
目
指
し
て
協
力
・
共
同
の

関
係
を
相
互
に
築
い
て
き
た
政
党
の
大
幅
議
席
増
と
、
小
選
挙
区
で
は
、
野
党
統
一

候
補
者
の
勝
利
に
大
き
く
貢
献
し
て
、
国
会
請
願
の
紹
介
議
員
の
多
数
派
形
成
の
た

め
に
奮
闘
し
ま
し
ょ
う
。

今
年
も
、
健
康
に
留
意
し
て
、
頑
張
り
ま
し
よ
↑
Ｚ

露
新
し
い
年
を
迎
え
て

第
仙
回
全
国
大
会
成
功
の
年
へ

中
央
本
部
会
長
増
本
一
彦

新
し
い
年
を
迎
え
て

福
井
県
本
部
会
長
西
村
明
宏

「
安
倍
な
き
安
倍
政
治
」
を
す
す
め

る
菅
政
権
に
、
強
い
怒
り
を
も
っ
て
新

し
い
年
を
迎
え
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
対
策
、

日
本
学
術
会
議
へ
の
人
事
介
入
、
「
桜

を
見
る
会
」
の
安
倍
前
首
相
の
疑
惑
隠

し
な
ど
、
決
し
て
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

原
発
問
題
で
も
、
安
倍
前
首
相
は
、

規
制
委
員
会
の
安
全
審
査
は
「
世
界
一

厳
し
い
」
と
し
て
再
稼
働
を
推
進
。
菅

政
権
も
先
月
決
定
し
た
成
長
戦
略
実
行

計
画
で
、
「
規
制
委
員
会
に
よ
っ
て
安

全
性
が
確
認
さ
れ
た
も
の
の
再
稼
働
」

を
す
す
め
る
と
し
ま
し
た
。
福
島
原
発

事
故
の
反
省
は
ど
こ
へ
い
っ
た
の
か
。

大
阪
地
裁
は
先
月
４
日
、
関
西
電
力

大
飯
原
発
３
．
４
号
機
に
つ
い
て
、
原

子
力
規
制
善
臭
房
判
断
に
誤
り
が
あ
っ

た
と
設
置
許
可
を
取
り
消
す
判
決
を
出

し
ま
し
た
。
同
委
員
会
の
審
査
が
安
全

性
を
保
証
し
な
い
と
示
し
た
司
法
判
断

を
直
視
し
、
再
稼
働
推
進
と
決
別
し
、

原
発
ゼ
ロ
へ
か
じ
を
切
る
時
で
す
。

県
同
盟
は
、
先
達
の
た
た
か
い
に
学

び
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
県
同
盟
建
設
を

す
す
め
る
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

支
部
建
設
に
取
り
組
む

京
都
府
本
部
会
長
原
田
完

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

学
術
会
議
６
人
の
任
命
拒
否
で
学
術
会

議
前
会
長
の
山
極
元
京
大
総
長
は
「
国

の
最
高
権
力
者
が
『
意
に
沿
わ
な
い
も

の
は
理
由
な
く
切
る
』
と
言
い
出
し
た

ら
、
国
中
に
そ
の
空
気
が
広
が
る
」
・

任
命
拒
否
が
権
威
に
付
度
す
る
傾
向
を

強
め
、
「
着
実
に
全
体
主
義
国
家
へ
の

階
段
を
上
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
」
と

右
傾
化
・
反
動
化
に
警
告
し
ま
し
た
。

治
安
維
持
法
最
初
の
事
件
と
な
っ
た

京
都
学
連
事
件
を
理
由
に
、
マ
ル
ク
ス

経
済
学
者
の
河
上
肇
教
授
が
京
大
か
ら

追
放
さ
れ
、
５
年
後
に
刑
法
学
・
滝
川

ゆ
さ
と
き

幸
辰
教
授
の
追
放
へ
の
苦
渋
の
過
去
へ

の
想
い
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
ら
治
安
維
持
法
で
の
弾
圧
は
、

全
て
の
国
民
の
言
論
、
表
現
の
自
由
へ

の
圧
殺
へ
と
な
り
、
侵
略
戦
争
に
至
り

ま
し
た
。

京
都
府
本
部
は
、
念
願
の
自
前
の
事

務
所
を
開
設
し
、
今
年
は
支
部
建
設
に

取
り
組
み
、
治
安
維
持
法
犠
牲
者
の
掘

り
起
こ
し
と
顕
彰
を
進
め
、
市
民
と
の

共
同
・
政
治
革
新
の
一
翼
を
担
え
る
よ

う
な
運
動
へ
と
頑
張
る
決
意
で
す
。

一一一一一

会
長増

本
一
彦

副
会
長大

石
喜
美
恵

小
田
憲
郎

小
松
実

針
谷
宏
一

福
井
正
樹

松
本
洋
一
郎

宮
田
汎

最
上
健
造

吉
田
万
三

若
山
晴
史

事
務
局
長田

中
幹
夫

事
務
局
次
長

榎
本
よ
う
子

中
鴫
育
雄

常
任
理
事

井
藤
英
治

岩
下
美
佐
子

小
野
寺
研
一

菅
野
亨
一

澤
田
勝
雄

吉
鶴
学

中
村
茂
樹

本
間
昭
一

横
山
博
子

鎌
田
哲
成

牛
山
靖
夫

瀬
野
幸
男

岩
田
治
樹

中
村
日
出
丸

商
橘
妙
子

阿
部
俊
雄

風
間
秀
子

後
藤
太
刀
味

清
水
邦
治

蓮
聴
蕊
燕
識
織
鐵
蕊
議
誉
慧

桧
和
田
正
子

会
計
監
査

益
子
良
一

東
巨
剛

理
事

無
悩
・
増
山
和
則

沸
森
・
舘
田
篤
広

器
手
・
小
杉
正
夫

寓
城
・
小
野
と
も
み

秋
川
・
高
田
博

山
形
・
白
根
沢
澄
子

陥
勘
・
目
黒
剛
夫

茨
城
・
久
保
田
俊
雄

栃
木
・
小
貫
暁

群
蹄
・
長
谷
田
直
之

埼
寵
・
加
納
幸
子

演
谷

永
田

宗
形

山
崎

和
田

一
吉
巨

竹
村

遠
山

野
崎

西
村

高
井

西
田

三
原

塩
田

眞
殿

岡田
辺

大
田

田
中

高
原

森
岡

上
田
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ヒ
ロ
シ
マ
、
ナ
ガ
サ
キ

鱗
謙
譲

の
漁
船
が
米
国
の
核
実

験
に
よ
る
「
死
の
灰
」
を
浴
び
ま
し
た
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
師
年
前
の
１
９

５
４
年
、
と
ん
で
も
な
い
モ
ン
ス
タ
ー

が
生
ま
れ
ま
す
。
映
画
「
ゴ
ジ
ラ
」
は
、

国
民
の
怒
り
を
背
景
に
、
核
兵
器
廃
絶

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
強
く
発
信
し
ま
し
た

▼
し
か
し
、
だ
ん
だ
ん
と
怪
獣
映
画
と

し
て
の
お
も
し
ろ
さ
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
、
焔
年
の
「
シ
ン
・
ゴ
ジ
ラ
」
は
核

兵
器
に
ふ
れ
ま
せ
ん
。
ハ
リ
ウ
ッ
ド
版

は
、
米
国
の
核
実
験
が
ゴ
ジ
ラ
を
殺
す

た
め
と
ア
ベ
コ
ベ
に
描
か
れ
、
そ
の
後
、

ゴ
ジ
ラ
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
に
核
兵
器
が

使
わ
れ
る
と
い
う
、
核
兵
器
を
正
当
化

す
る
描
写
ま
で
▼
ゴ
ジ
ラ
誕
生
の
背
景

に
あ
る
核
兵
器
廃
絶
を
め
ざ
す
と
り
く

み
は
、
核
兵
器
に
固
執
す
る
大
国
の
妨

害
を
乗
り
越
え
て
大
き
く
な
っ
て
い
き

ま
す
。
圧
倒
的
多
数
の
国
と
市
民
の
共

同
は
と
り
く
み
を
あ
ら
た
な
ス
テ
ー
ジ

へ
と
ひ
き
あ
げ
ま
し
た
。
幻
年
１
月
翠

日
、
史
上
初
め
て
核
兵
器
を
違
法
化
す

る
国
際
条
約
が
始
動
し
ま
士
（
隆
）

千
莱
・
七
里
一
司

東
京
・
森
山
康
平

東
京
・
横
山
一
行

東
京
・
本
條
洋
子

東
京
・
岡
崎
路
辺

塑
箭
・
浜
本
大
蔵

避
涌
・
塩
田
儀
夫

山
梨
・
田
中
鉄
夫

長
野
・
大
石
信
之

長
野
・
澤
田
佐
久
子

新
潟
・
伊
藤
恭
子

富
山
・
吉
田
修

石
川
・
北
野
春
男

細
井
・
村
井
慶
三

岐
単
・
小
澤
恒
男

櫛
岡
・
江
川
佐
一

愛
知
・
田
中
久
幸

愛
知
・
森
繁
樹

三
砿
・
谷
良
隆

滋
賀
・
島
田
耕

京
部
・
原
田
完

京
都
・
佐
藤
和
夫

大
阪
・
佐
野
彰
義

大
阪
・
甲
斐
冨
貴
雄

大
阪
・
岸
野
令
子

大
阪
・
北
野
倫
子

大
阪
・
上
山
慧

大
阪
・
原
一
義

兵
雌
・
田
中
隆
夫

兵
庫
・
小
坂
ま
す
み

奈
良
・
加
藤
宣
之

刷
柵
・
矢
田
一
也

恥
取
・
竹
中
寿
健

勘
根
・
小
玉
信
恵

岡
山
・
小
山
博
通

広
島
・
原
剛

山
ｕ
・
中
村
鈴
枝

徳
品
・
大
栗
丸
人 鎧

議
顕
綴

香
川
・
孝
岡
弘
子

礎
媛
・
堀
内
英
昭

高
知
・
岡
村
正
弘

福
岡
・
内
田
朋
道

長
崎
・
力
武
晴
紀

熊
本
・
関
根
隆

大
分
・
高
橋
和
夫

宮
崎
・
日
高
脩

施
蹟
蔦
・
上
野
隆

沖
繩
・
村
山
純

名
誉
会
長

柳
河
瀬
精

顧
問畑

田
重
夫

荻
野
富
士
夫

五
十
嵐
仁

内
田
博
文

下
山
房
雄

牧
野
富
夫

山
田
朗

渡
辺
治

近
江
谷
昭
二
郎

冨
矢
信
男

溝
淵
政
子

四
津
谷
伸
子

栗
田
翠

林
洋
武

山
崎
元

井
上
敏
江

紺
野
君
子

有
川
功

石
村
善
治

矢
島
恒
夫

藤
田
騰
慧

小
池
荘
市

松
井
久
雄

－－ 一 一
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識簔霧簔瀧毒懇
録
命
か
け
て
反
戦
の
た
た
』
即
雛
嚇
洲
航

Ｉあ
る
が
か
つ

有
賀
勝
は
、
１
９
０
６
（
明
治
型
に
就
職
し
、
全
協
婦
人
部
川
崎
・
鶴
見

年
、
長
野
県
上
伊
那
郡
辰
野
町
の
造
り
地
区
責
任
者
を
務
め
た
。
詔
年
に
検
挙

酒
屋
の
農
家
に
生
ま
れ
、
諏
訪
中
学
さ
れ
、
子
ど
も
を
産
め
な
く
な
る
ほ
ど

（
現
清
睦
局
校
）
を
首
席
で
卒
業
一
の
拷
問
を
受
け
た
。

高
か
ら
東
京
帝
大
へ
進
み
美
学
・
美
術
そ
の
後
、
全
協
労
組
づ
く
り
の
関
係

史
学
を
学
び
、
さ
ら
に
西
欧
の
文
学
、
で
知
り
合
っ
た
勝
と
師
年
に
結
婚
し
た
。

美
術
を
深
め
て
、
民
主
主
義
や
マ
ル
ク
勝
は
、
国
鉄
の
反
戦
グ
ル
ー
プ
の
友

ス
主
義
に
接
近
し
た
。
人
た
ち
に
「
命
か
け
て
も
反
戦
の
た
た

卒
業
後
、
神
田
の
製
本
屋
で
働
き
、
か
い
を
続
け
る
」
と
打
ち
明
け
て
い
た
。

全
協
日
本
通
信
労
組
（
逓
信
省
Ⅱ
郵
便
、
二
人
は
反
戦
活
動
に
従
事
中
、
㈹

電
話
局
の
労
組
）
で
反
戦
運
動
。
（
昭
和
哩
年
６
月
に
検
挙
さ
れ
、
そ

治
安
維
持
法
で
認
（
昭
和
８
）
年
に
れ
ぞ
れ
懲
役
５
年
の
刑
を
受
け
た
。

検
挙
を
受
け
る
が
、
転
向
せ
ず
全
協
再
芳
枝
は
巣
鴨
刑
務
所
で
重
態
に
陥
り

建
を
担
っ
て
活
動
し
た
。
そ
の
後
、
妬
仮
出
獄
の
数
日
後
の
狸
年
１
月
沁
日
に

年
に
板
橋
署
に
再
検
挙
さ
れ
た
。
劉
歳
で
死
去
。
勝
は
府
中
刑
務
所
で
“

一
方
、
芳
枝
（
旧
姓
八
戸
）
は
、
青
年
皿
月
訓
日
、
栄
養
失
調
と
肺
結
核
の

森
県
弘
前
市
生
ま
れ
で
、
弘
前
高
女
を
た
め
獄
死
し
た
。
享
年
調
歳

２
．
３
番
の
二
人
は
、
長
野
県
辰
野
町
上
平
出
の

穰
鱸
霧
畷
鍵
識
磯

マ
ッ
ダ
ラ
ン
で
加
分

辱
麺
珊
牽
》
剛
剛
》
慨
》
プ
（
現
東
芝
）
（
長
野
県
辰
野
町
・
竹
渕
修
二
）

篶遷

闇
司幽

民
青
同
盟
は
、

コ
ロ
ナ
危
機
と
い
を

う
か
っ
て
な
い
状
雌
則

況
の
下
、
実
態
調
合
巻

査
や
食
料
支
援
を
連
酒

行
う
な
ど
、
全
国
党
長

で
青
年
の
命
と
暮
卿
員

ら
し
を
守
る
た
た
げ
委

か
い
に
取
り
組
ん
肥
副

で
き
ま
し
た
。
を
盟

１
万
人
以
上
の
聯
諦

瀦
僻
洲
離
礁
細
職
趾
主

を
自
治
体
や
国
会
峨
帆

へ
届
け
、
要
請
を
年
日

積
み
重
ね
て
き
ま
青

し
た
。そ

う
い
っ
た
こ

と
が
、
青
年
の
困
難
を
政

「
な
か
っ
た
こ
と
」
に
政

さ
せ
ず
、
青
年
・
学
生
望

へ
の
支
援
を
前
進
さ
せ
っ

て
き
ま
し
た
。
決

コ
ロ
ナ
危
機
で
、
か

a ■

穂
座
凹
Ｉ
亘
圃
的

－－

っ
て
な
く
青
年
の
実
態

は
深
刻
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
同
時
に
そ
の
中

で
ヨ
ロ
ナ
危
機
で
資

本
主
義
の
限
界
を
感
じ

て
い
た
」
「
青
年

則
麺
臓
雌
雌
岾
臓
サ

巷
自
分
も
協
力
し
た

潤
い
」
と
、
青
年
が

長
自
ら
の
経
験
を
通

員
じ
て
、
生
活
と
政

腰
治
の
つ
な
が
り
を

識
実
感
し
、
「
社
会

可
の
問
題
」
に
つ
い

牛
て
真
剣
に
考
え
る

頚
青
年
が
増
え
て
い

氏
ま
す
。

本
い
ま
、
民
青
の

口
出
番
で
す
。
青
年

の
共
同
と
連
帯
を

ひ
ろ
げ
、
来
る
べ

き
総
騨
季
で
必
す
、

政
権
交
代
、
野
党
連
合

政
権
を
実
現
さ
せ
、
希

望
あ
る
新
し
い
日
本
を

つ
く
る
た
め
に
頑
張
る

決
意
で
す
。

新
年
を
迎
え
る
、
と
頚

い
う
感
慨
は
特
別
な
も
是

の
で
は
あ
る
が
、
私
に
之

と
っ
て
は
、
こ
の
２
０

２
１
年
は
数
え
年

１
０
０
歳
を
迎
え

灘
岫
蝋
韓
吋
鳥

難
奉
職
織
鮮
儲
雑

の
弾
圧
下
、
苦
難
の
画

を
共
に
し
、
今
日
凱
細

瀧
棚
沖
拙
舳
戒
硝
刑
生

礎
鮴
珊
峨
肘
蠅
跡
伽

彼
が
死
の
直
前
賊

れ
た
。

「
後
は
た
の
む

よ
！
」
と
の
遺
言
を
抱
嘔

き
し
め
、
少
し
で
も
こ
吉

れ

蕊
蕊
瀧
爽

立
憲
民
主
党

粥
人

阿
久
津
幸
彦

阿
部
知
子

池
田
真
紀

石
川
香
織

生
方
幸
夫

尾
辻
か
な
子

大
河
原
雅
子

逢
坂
誠
二

岡
島
一
正

海
江
田
万
里

神
谷
裕

国会請願署名の紹介議員

117人のみなさん に
向
か
っ
て
前
進
し

た
い
と
心
に
誓
っ
て
い

る
。

戦
後
加
有
余
年
、
か

つ
て
は
き
び
し
い

「
天
皇
制
国
家
」
で

重
苦
し
い
空
気
の

遅
日
本
は
、
現
在
、
民

ロ
主
主
義
、
平
和
国

奎
家
だ
と
信
じ
て
い

画
る
よ
う
だ
が
果
た

江
し
て
そ
う
信
じ
て

”
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

『
私
は
一
抹
の
危
倶

】
の
念
を
心
の
片
隅

四
に
抱
え
て
い
る
。

但
真
に
個
人
が
自

エ
由
で
安
定
し
た
平

和
な
生
活
を
営
め

る
世
の
中
が
到
来

す
る
よ
う
、
現
在

コ
ロ
ナ
禍
で
甚
だ

自
由
な
活
動
が
制

限
さ
れ
る
中
、
こ
れ
を

克
服
し
、
新
し
い
世
界

を
確
立
す
る
可
く
、
不

断
の
闘
い
を
全
国
「
不

屈
」
の
読
者
に
呼
び
か

け
た
い
。

亀
井
亜
紀
子

川
内
博
史

菅
直
人

菊
田
真
紀
子

小
宮
山
泰
子

近
藤
昭
一

佐
々
木
隆
博

櫻
井
周

重
徳
和
彦

関
健
一
郎

高
木
錬
太
郎

武
内
則
男

辻
元
清
美

寺
田
学

中
川
正
春

長
尾
秀
樹

長
谷
川
嘉
一

堀
越
啓
仁

本
多
平
直

松
田
功

松
平
浩
一

道
下
大
樹

村
上
史
好

森
山
浩
行

矢
上
雅
義

山
川
百
合
子

山
崎
誠

山
花
郁
夫

屋
良
朝
博

横
光
克
彦

吉
田
統
彦

今
井
雅
人

小
川
淳
也

小
沢
一
郎

岡
本
充
功

汐
蝿
搬
澗
噸
鳩
い
伽
捌
州

醐
一
イ
篭
憲
一

民
医
連
の
前
身
で
あ

経
済
優
先
の

る
無
産
者
診
療
所

社
会
が
招
い
た
へ

壼
罐
饗
騨
鮮
錦
瀞
峠

誕
母
証
搾
綱
誰
》
耐
け
る
こ
と
を
め
ざ

し
１
９
３
０
年
に

》
瀞

州
賊
輔
訓
電
肺
儘
伽
野
岬
識
酷
韮
岨
》

伽
や
畷
耐
錠
鯆
鰄
全
味
を
か
み
し
め
て

迎
え
る
新
年
で
す
。

る
人
も
後
を
た
政

国
際
的
連
帯
で
核

ち
ま
せ
ん
・

兵
器
禁
止
条
約
の

「
軍
事
費
よ
り

感
染
対
策
と
生
活
支
援
せ
鐵
擁
幾
哨

雑
録
》
》
岬
稚
峠
轟
岫
言
缶
吋
嘩

所
の
削
減
を
反
省
し
て
疵
い
繩
灘
卦
掩
一

岸
本
周
平

西
岡
秀
子

古
川
元
久

日
本
共
産
党

廻
人

赤
嶺
政
賢

笠
井
亮

穀
田
恵
三

志
位
和
夫

塩
川
鉄
也

清
水
忠
史

田
村
貴
昭

高
橋
千
鶴
子

畑
野
君
枝

藤
野
保
史

宮
本
徹

本
村
伸
子

社
民
党

２
人

奥
野
総
一
郎

金
子
恵
美

黒
岩
宇
洋

階
猛

篠
原
孝

下
条
み
つ

白
石
洋
一

津
村
啓
介

中
島
克
仁

日
吉
雄
太

緑
川
貴
士

柚
木
道
義

国
民
民
主
党

３
人

I
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参
議
院

溌
溌
溌
澱
雛
一
一

照
屋
寛
徳

吉
川
元

無
所
属

１
人

高
井
馨
至
心

立
憲
民
主
党

面
人

有
田
芳
生

石
垣
の
り
子

打
越
さ
く
良

江
崎
孝

小
沼
巧

川
田
龍
平

木
戸
口
英
司

小
西
洋
之

杉
尾
秀
哉

田
名
部
匡
代

徳
永
エ
リ

羽
田
雄
一
郎

鉢
呂
吉
雄

森
ゆ
う
こ

水
岡
俊
一

宮
沢
由
佳

横
沢
高
徳

大
塚

舟
山

圃
冒
皆
犀
王
党

２
人耕

平
康
江

伊
藤
岳

市
田
忠
義

岩
渕
友

紙
智
子

吉
良
よ
し
子

倉
林
明
子

小
池
晃

田
村
智
子

大
門
実
紀
史

武
田
良
介

山
下
芳
生

山
添
拓

社
民
党

２
人

伊
波
洋

嘉
田
由
紀
ｆ

高
良
鉄
尭

寺
田
静

永
江
孝
子

芳
賀
道
也

福
島
み
ず
ほ

吉
田
忠
智

れ
い
わ
新
選
組

１
人

舩
後
靖
彦

無
所
属

６
人

日
本
共
産
党

Ｂ
人

井
上
哲
士

’
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